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3-3 観光サイン基本構造の検討 
 (1)案内手法 
基本思想：以下の考え方により基本的には 108および 114系の道路案内標識により誘導を 

行う。名称等の問題で誘導し難い場合は別途標識を設けるものとし、その際にも 
極力添架の形式を取る。 
1)道路利用者にとっては 108系の道路案内標識が最も見やすく、見慣れているので
分かりやすい。 
2)別途標識を設置するには、経済的負担が非常に大きい。 
3)別途設置した場合標識の数が増え煩雑なものとなり、かえって分かりにくい上、 
景観にも悪影響を与える。 
 

ゾ－ン：108系道路案内標識により誘導する。 
地域：108系道路案内標識により誘導する。 
エリア 代表目標地、地区：以下の 3つの方法いずれかで誘導する。    
1)108 系道路案内標識により誘導(平面図中の緑文字) 
＞一般地の地名により誘導可能な名称の場合 

2)114 系道路案内標識もしくは著名地点を108系道路案内標識へ併記することにより 
誘導(平面図中の青文字)する。 

(平面図中の赤文字)する(これを観光案内標識と命名する)。(以下の写真が実際に 
設置された例であるが、次頁に整備のイメ－ジ写真を添付する。)  

    ※文中の平面図とは、観光案内サイン計画ゾ－ニング平面図のことである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

観光案内標識設置例(裏磐梯) 
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観光案内標識の整備イメ－ジ 
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 (4)その他・提案事項 

1)同定性確保の為の現在地を表示する記名サインの設置 

  記名サインはゾ－ン・エリア名称が市町村名や観光スポット名に一致しており、その名称が 

境界位置や観光スポット付近に設置されていれば、特に設置する必要はない。 

  ゾ－ン�エリア名称が市町村名や観光スポット名と一致していない場合は、そのゾ－ンなり

エリアなりに進入した時点で到着を確認できるような記名サインの設置が必要となる。 

  2)単路部における同定性の確保 

  単路部において自分の走行している道路に関する情報(自分が走行している道路は正しい

か)は道路の路線番号や道路の通称名により確認することができる。その路線において交差点

や分岐箇所が頻繁にあれば、それらの箇所に設置された道路標識などにより路線番号や通称名

が確認できるが、それらの箇所が遠く離れているような場合には確認が難しくなる。一部路線

においては順次整備されてきているようであるが、確認が不可能な区間が連続する場合には道

路標識設置基準に基づいて、国道においては概ね 1km、県道においては 1～2km ごとに路線番

号、通称名の記名サインを設置すべきである。 

3)出発点から各ゾ－ンまでの距離の表示 

  106 系による距離の表示は観光客が目安として利用するのに非常に役立つ。そこで、IC、

駅などからゾ－ンまでの距離を 106 系標識により表示する。その設置間隔は 5km 程度とす

る。 
  4)観光案内標識の色彩 

  その色彩については、目立たずに、景観に融けこむようなものが良いとされている。 

 本計画においては、暫定的にエリア案内の標識については焦げ茶色、地区案内の標識に 

ついては深緑色を使用している。実際に整備するまでには色彩についても検討を行って 

おく必要がある。 
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増 富
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韮 崎
須 玉 I ・ C
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清 里
小 諸2 8

韮 崎
須 玉 I ・ C

高 根
大 泉

6 0 - S
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清 里

韮 崎

6 2 1

高 根
増 富
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増 富
川 上高 根

6 0 - E

 

津 金
6 0 1

6 1 9 6 2 1

増 富 温 泉 郷
川 上

韮 崎

6 0 - W

津 金
2 8

6 2 1 6 1 9明 野

国 道 1 4 1 号
須 玉 I ・ C

津 金

国 道 1 4 1 号
須 玉 I ・ C

国 道 1 4 1 号
須 玉 I ・ C

韮 崎

5 9 - N

小 諸

浅 川
津 金

6 1 9

清 里
国 道 1 4 1 号

5 9 - S

増 富 温 泉 郷

津 金
6 1 9

韮 崎
須 玉 I ・ C

6 1 9

4 9 - N

西 ノ 割
蔵 原

2 8

大 泉
高 根

小 池

ゾ － ン 名 　 ： 八 ヶ 岳 南 麓 3
交 差 点 番 号 ： 6 、 7 、 8 、 9 、 1 0 、 4 9 、 5 9 、
　 　 　 　 　 　 6 0 、  6 1 、 6 2 、 6 3 、 6 4

１ ０

９

８

７

６ ６ １

６ ０

６ ２

４ ９

５ ９

６ ４

６ ３

高 原

温 泉 郷

高 原
1 4 1 1 4 1

温 泉 郷

1 4 1

高 原

温 泉 郷

1 4 1

高 原
1 4 1 1 4 1

新 設

新 設

新 設

高 原

新 設

温 泉 郷

温 泉 郷

温 泉 郷

温 泉 郷

6 2 1

温 泉 郷

温 泉 郷

1 4 1

温 泉 郷

1 4 1

1 4 1

温 泉 郷

温 泉 郷

温 泉 郷高 原

高 原

高 原

1 4 11 4 1
1 4 1

1 4 1 1 4 1

1 4 1

1 4 1

1 4 1

1 4 1 1 4 1

高 原 高 原

高 原

高 原

高 原 1 4 1 1 4 1

1 4 1

1 4 1 1 4 1
1 4 1

↑ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

↑ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア ← 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

→ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

↑ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

← 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

↑ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア ← 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

→ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

↑ 新 府 城 エ リ ア

→ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

↑ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

→ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

↑ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

← 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

↑ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア→ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

← 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

↑ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

↑ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

← 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

→ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

→ 新 府 城 エ リ ア

← 新 府 城 エ リ ア

６

７

８

９

１０

４９ ５９

６０
６４

６３

６２

６１

本 計画は 平成 １ ７ 年度 当初 におけ る計画 である ので、

実 施工の 際には 、時点 修正 が必要 となる 場合が ある。

赤 二本の 傍線 は削除 、直近 に赤文 字のあ る場 合は

旧 目標地 の上 に新目 標地を 貼付す るもの と考 えてい る。

ま た、矢 印で 表示し ている 場合も 同様で ある 。

さ らに、 赤文 字は追 加目標 地、赤 路線番 号は 追加路 線

番 号を示 して いる。
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↑ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア
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→ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

↑ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

← 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

↑ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア→ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

← 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

↑ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

↑ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

← 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

→ 明 野 ひ ま わ り エ リ ア

→ 新 府 城 エ リ ア

← 新 府 城 エ リ ア

６

７

８

９

１０

４９ ５９

６０
６４

６３

６２

６１

本 計画は 平成 １ ７ 年度 当初 におけ る計画 である ので、

実 施工の 際には 、時点 修正 が必要 となる 場合が ある。

赤 二本の 傍線 は削除 、直近 に赤文 字のあ る場 合は

旧 目標地 の上 に新目 標地を 貼付す るもの と考 えてい る。

ま た、矢 印で 表示し ている 場合も 同様で ある 。

さ らに、 赤文 字は追 加目標 地、赤 路線番 号は 追加路 線

番 号を示 して いる。
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2　 山梨県屋外広告物条例関連資料

　　（平成24年4月1日現在）
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、歴史的なまちなみ
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1) サインに使用する書体の検討

次ページに、代表的な和文書体の一覧を掲載する。
これらの書体の中でサインに使用する読み取りやすい書体とし
ては、可読性（読みやすさ）、判別性（見分けやすさ）、誘目性（眼
につきやすさ）に優れている書体がふさわしい。
行書系、ディスプレイ系の書体は、可読性、判別性の点で問題
があるので、ゴシック系、明朝系、楷書系、宋朝系、隷書系の書
体の中から書体を選択するものとする。

①　ゴシック系書体
ゴシック系書体は誘目性（眼につきやすさ）に優れた書体であ
る。車両用サインや誘導サインのように、地名の表示などによる
案内誘導にはもっとも適した書体だといえる。

②　明朝系書体
明朝系書体は判別性（見分けやすさ）に優れた書体である。地
名や単語のみの表示ではなく、ある程度の文章量を表示するよう
な場合には、有効な書体だといえる。

③　楷書系、宋朝系、隷書系書体
楷書系、宋朝系、隷書系書体は、文字を彫刻刀で彫り込んだ

り、墨と筆で書き記したりしていた時代に生まれた書体である。
長い歴史の中で切磋琢磨されてきた書体であり、可読性、判別
性、誘目性のバランスがとれた書体だといえる。
歴史の浅いゴシック系、明朝系の書体は近代的で比較的無個性
な書体であるのに対して、楷書系、宋朝系、隷書系書体はそれぞ
れの書風の特徴が、現在の活字にも色濃く残されている。ゴシッ
ク系、明朝系の書体では物足りない、歴史的なものを案内するサ
イン、説明サイン、民間サインなどには、楷書系、宋朝系、隷書
系書体が有効な書体だといえる。
その際に北杜市の風土特性に照らし合わせて、楷書系、宋朝

系、隷書系のどの書体がふさわしいかを検討する事が必要である。

活字書体の判断における三原則

（タイポグラフィ学会）

・

判別性 : 見分けやすさ

（レジビリティ Legibility）

活字書体におけるほかの文字との差

異判別や、認識の程度。

・

可読性 : 読みやすさ

（リーダビリティ Readability）

文章として組まれたときの語や、文

章としての活字書体の読みやすさの

程度。

・

誘目性 : 目につきやすさ

（インデューシビリティ Inducibility）

視線を補足して、活字書体などの情

報にさそう事。またはその誘導の程

度。

3　 サインに使用する書体について


